北東アジア研究交流ネットワーク（NEASE-NET）

第3回フォーラム報告（要約）
1． NEASE-NET第3回フォーラムの概要

NEASE-NETは2008年6月6日～７日、北東アジアアカデミックフォーラム、立命館大学サスティナビリティ学研究センター、同東北アジア地域研究センターなどとの共催で「第3回フォーラム」を立命館大学（京都市）で開催した。今回のフォーラムは第一部として特別シンポジウム「東北アジア地域協力の新たな課題と国際産学公連携による高度人材育成」、第二部「北東アジア政策フォーラム」で構成され、第一部は立命館大学の記念事業の一環としてNEASE-NET及び北東アジアアカデミックフォーラムとの共催事業として企画された。
開催趣旨は以下の２点である。：

1 東北アジア地域が挑戦している諸課題を確認するとともに、課題解決をめざす文理総合人材を、国際産学公連携によって育成することを検討する。
2 世界経済の構造的問題とのかかわりでも、東北アジア地域協力の新たな課題や意義を検討する。

2． 第一部の概要

国際産学公連携による東北アジア地域発展研究を基礎に、東北アジア地域が現在挑戦している新たな課題を確認し、IT組込みソフト開発マネージャーや、持続的環境システムエンジニアなど、課題解決をめざす人材育成について、幅広い学術、社会ネットワークを背景に検討し、具体的提案を提出する…の趣旨のもとに開かれている。
初日は主催者あいさつのあと、司会の松野周治立命館大学東北アジア地域研究センター長から開催趣旨の説明が行われ、戴玉林大連市人民政府副市長が「東北アジア地域の新たな挑戦と人材育成の重要性」のテーマで特別講演が行われた。続いてパネルディスカッションでは「国際産学公連携による高度人材育成－ＩＴ組込みソフトと環境システムを中心に－」を共通論題に掲げ、５人のパネリストが以下の報告を行った。フロアからの質疑応答も交え活発な議論が交わされ、人材育成のための具体的提案も提起された。
パネリストとその報告テーマを掲げる。

李才氏（大連市人民政府発展研究センター主任）が「大連市におけるIT産業の発展と人材戦略」、吉見庄司氏 （近畿経済産業局地域経済部産業人材政策課長）が「『アジア人財資金構想』平成20年度事業の新規採択について」、田中又治氏（関西経済連合会組込みソフト産業会議・オムロンソフトウェア株式会社企画室長）が「組み込みシステム事業とIT人材の中国への期待」、増田祐司氏（NEASE-Net副代表幹事・島根県立大学教授）が「21世紀の世界経済を先導する北東アジアと機械情報産業－基盤産業としてのモノづくり産業と組み込みソフトの可能性－」、 飴山惠氏（立命館大学総合理工学院副学院長・理工学部教）が「国際力を備えた技術系大学院生の育成」、周瑋生氏（立命館サステイナビリティ学研究センター長・政策科学部教授）が「国際産学公連携による高度人材育成　－ＩＴ組込みソフトと環境システムを中心に－」、惠 曉麗 氏（大連理工大学ソフトウェア学院・副院長）が「大連理工大学状況紹介」を行った。
３．第二部の概要
＜第二部＞北東アジア政策フォーラム
　第Ⅰセッション（10:00－12:00）では第１部での議論を踏まえ「東北アジア地域協力と人材育成に関する報告討論」の共通論題を掲げ吉田進NEASE-Net副代表幹事（環日本海経済研究所理事長）を座長に多面的な議論が交わされた。まず、最初にNEASE-NETの韓国の交流団体であるNAIS-KOREA(北東アジア知識人連帯)代表・李栄善（Lee Young-Sun）氏（翰林大学校学長）が冒頭発言として「北東アジアの人材養成と高等教育の役割」を報告、引き続き６名の報告者がそれぞれの専門の立場から標記共通論題にアプローチし、フロアからの質疑を含め多様な議論が展開された。
報告者とテーマを掲げる。

谷口誠NEASE-Net代表幹事（岩手県立大学長、元国連大使、元OECD事務次長）が「アジア経済の持続的発展と環境問題」、宮崎卓氏（京都大学大学院経済学研究科准教授・上海センター副センター長）が「中国の地域間経済格差問題と財政分権化－開発援助の視点から－」、高屋和子氏（立命館大学経済学部講師）が「中国の社会主義新農村建設－行財政改革の観点から－」、朱永浩氏（環日本海経済研究所調査研究部）が「中国からみた北東アジア地域協力の現状と課題－東北振興政策との関連を中心に－」、高橋信弘氏（大阪市立大学商学部准教授）が「日本と中国のソフトウエアー産業のあり方」、中原裕美子氏（九州産業大学経営学部講師）が「地域協力による科技人材不足補填の試み－台湾の事例－」の報告を行った。
第２セッション（13:30-16:00）はラウンドテーブル方式で塩谷隆英NEASE-Net副代表幹事（財団法人・経済調査会会長、総合研究開発機構前理事長、）をコーディネーターに「世界経済の構造転換と北東アジア地域協力の意義」を共通論題に掲げ、宮崎勇氏（元経済企画庁長官）が基調講演として「世界経済の潮流」を日本経済の現状を踏まえ分析、パネルデスカッションへの課題提起を行った。引き続き報告者６名を含め各分野からの以下のテーマで具体的な問題提起が行われ、それに対する対応策など第１セッションでの議論をも踏まえ、かつ、フロアからの質疑も含め、多面的角度から議論が展開された。
報告者とテーマを掲げる。

唐沢敬氏（立命館大学名誉教授）が「サブプライム危機と世界経済の構造変動」、山本 裕美（京都大学教授・同上海センター長）が「中国経済の動向と北東アジア地域協力」、アンドレイ･ベロフ氏（福井県立大学教授）が「世界経済の構造変換及び北東アジア地域協力過程におけるロシア」、王 京濱氏（大阪産業大学准教授）が「中国の工業化とその限界」それにJehoon Park氏（NAIS-KOREA））が「Asia Economic Forum：A major Initiative By NAIS Korea」を報告した。
以上、セッション１，セッション２を通して第１部の“人材育成”の視点から、NEASE-Netの目的の一つである現代世界の緊急課題とのかかわりでの政策提起が試みられ意義あるフォーラムとなった。
（文責、千葉康弘・前秋田経法大学教授、NEASE―NET幹事）

